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「社会とのつながりを感じ、自ら関わりにいく児童生徒の育成」

１ 設定理由 ※詳細は「長野市の教育」参照

今まで教科書のみをもとにして、教師のレールの上で授業をすることが多かった。
生徒が社会的事象に興味・関心を持ち、自ら進んで追究したくなるような授業をし
たいと思い、テーマを設定した。

２ 課題解決のための方策

１つの題材を共同で教材研究をし、委員のなかでアップデートしながら授業実践を
重ねていく研究体制をとる。

（１）素材研究を深め、まず授業者が子どもの権利について構造化・概念化する。

（２）生徒の反応や学びの道筋をもとに、資料や授業展開を改善する教材化を行う。



社会科研究委員会 実践のキーワード

ICT

連携

更新（アップデート）



教材研究・授業づくり

昨年４月に「こども
基本法」が制定。し
かし、その変化に気
づかない社会、学校、
自分（教師）自身が
いた。

子どもの権利条約を
批准して30年近く…。

当事者となる子ども
が（と）子どもの権
利を考えたい！

教材研究はともに行うが、授業
（展開や資料）は目の前の生徒の実
態に合わせて精選し、加除・修正
しながらアップデートしていく

➡ AARサイクルAnticipation（見
通し）-Action（行動）-Reflection（振り
返り）

この研究体制は４年目。

今年は小学校部会も「防災」を題
材として、今までの委員の実践の
蓄積も活用しつつともに教材研究
をした。

夏休みには信州社会科教育研究会
ともコラボして研修＋授業づくり

連携×更新



教材研究 クラウドで指導案・資料を共有 ICT



授業の様子

【導入】

1989年（今から34年

前）に国連で『子ども
の権利条約』が採択さ
れて４つの権利が定め
られた



教師「子どもの権利って
尊重されていると思う？」

アフリカ州で貧困や飢餓
に苦しむ子どもがいた。
紛争に巻き込まれている
子どももいるし、尊重さ
れていない。

日本はかなり尊重されて
いると思う。

じゃあ日本の子どもは？
（教師の問い返し）



ユニセフ子ども幸福度
先進国３８ヶ国中、
日本は何位だと思う？

身体・健康的幸福度
１位

精神的幸福度
３７位



授業展開（元案）※詳細は「長野市の教育」参照

（１）子どもの権利の実態に出会う

１・２時間目「こどもの権利は（なぜ）尊重されていないのか？」

（２）子どもの権利を尊重する在り方について調査➡考察・構想する

３・４時間目「これからどのようにしてこどもの権利を尊重していけば良いの
だろう？」※本時は第４時

（３）長野市こども条例を考案する（長野市役所こども政策課と連携）

５時間目「今後必要なこども条例とは何だろう？」

連携



犀陵中学校の授業 ９月１２日

難しい・・・こども自
身が声をあげないとい
けない。

確かに。子どもが
声を出せば大人や
市が助けてくれる
かもしれない

こどもの権利を保障す
るために、一番大切な
ことは何？（教師の取
り返し）

前時：端末で各自調査
本時：班と全体で共有 ICT



【犀陵中学校の授業をもとに、
市立長野中学校の授業へ向けて意識したいこと】

・再度素材研究の必要性（子どもの権利の尊重は、『まず子ど
もが発信する』で解決できる問題ではない）
・生徒が考察・構想する際の足場となる資料を用意すること。
・子どもの権利を保障していくために「行政」や「学校」、
「子ども自身」という立場を子どもが考察していくなかで、気
づくようにする（教師が待つ）。また、学習活動や問いを精選
することで、それらの取り組みを構造化できるようにしたい。

犀陵中学校の授業 ９月１２日 更新



追究資料（例） ※クラウドで共有 ICT



市立長野中学校の授業

【I班の発表より】

子育てしやすい環境
をつくると同時に、
こども自身が発信し
たり、実際にそれら
を行動に移せるよう
な場を周りの大人達
とともにつくること
が大切

ICT



市立長野中学校の授業

【市立長野中学校の授業をもとに、

東部中学校の授業へ向けて意識したいこと】

・追究資料の分量が多く、情報の共有に時間を有した。生徒が
話し合いのなかで共通点を見つけやすいように資料は精選した
方が良い。
・班で構想をする際に、話し合いが滞る班への支援を用意して
おきたいが、生徒が熟考する故に滞ることもあるので、あえて
教師が出ないことも必要かもしれない。

更新



追究資料（例） ※クラウドで共有 ICT

資料の改善点等に
ついて引継ぎ事項
を吹き出しに入力
して共有



東部中学校の授業意見表明
調べてわかったこと

学習問題に対する解

Aさん
ICT



東部中学校の授業意見表明
調べてわかったこと

学習問題に対する解

Aさんの学び

複合的な視点

大人がこどもの権利を知る



【東部中学校の授業をもとに、
今後の授業へ向けて意識したいこと】

・主眼にある、多面的・多角的に考察した生徒一人ひとりを評価するた
めにも、授業の導入部分で「お互いが調べた情報を共有し、『誰が』
『どのような取り組みをする』ことで子どもの権利が尊重されるのか学
習問題の解を探ろう」等の学習課題を設定し、見通しをもって生徒が話
し合えるようにしたい。
・追究資料はさらに精選し、生徒の対話を生む資料にしたい。また、読
み取った情報や友達の情報を生徒が比較・関連して抽象化、概念化する
学習を日常から継続的に行いたい。

東部中学校の授業 更新



授業づくりを行って学んだこと

（１）読み取った事象を抽象化、概念化する学習を継続的に行う。

（２）どこで教師が出るか、あえて出ないか。

問いと見通しの質の向上

（３）まず教師が素材研究を重ね、生徒がとらえたい概念を

明確にした上で、『資料』精選して準備すること。

（４）研究会で教師がともに授業を構想し、次の授業へいかす

＝アップデート という授業改善の営みの良さ。
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連携

社会科研究委員や信
州社研の仲間で、力
を合わせて資料探し
や教材研究をするこ
とで、一人では到底
調べられなかった内
容や発見できなかっ
た事実に出会うこと
ができました！

https://www.mhlw.go.jp/young-carer/
https://www.worldvision.jp/children/education_22.html#d0e9d87eb78fa54e47cd213ca7606442
https://www.unicef.or.jp/news/2020/0196.html
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